
このコーナーのプレゼン トは、各企業から提供されているものです。

協 会 だ よ り (4)一

■ 丸大食品株式会社 ニューハー トビア温泉
ホテル長島

こ応募の際に年金受給中の友人をご紹介 <ださい。こ友人の住所 氏名を記
入 していただければこちらから入会案内をお送りいた しますので、紹介される

こ友人には一声かけておいてください。
※ご応募の際こ記入いただいた個人情報は、当選者様へのプ レゼン ト発送、各

種こ案内にのみ利用させていただきます。

●

=塵
壺ロコD 2月 5日 (金)必 着

● 4月号応募数 :ハム 8名、長崎堂銘菓11名、ニューハートピア長島 2名。
●当選の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

一――令和 8年 8月 号

ハムギフトセット 5名様   日帰り温赫 ペア6組織
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り
し
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中
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部
　
沢
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正
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真
白
な
る
梅
を
離
れ
て
月
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鮫
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部
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木
　
佳
也

選
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荒
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生
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代
ア
ッ
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う
間
に
年
流
れ
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部
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葉
　
　
彊
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九
十
数
年
を
「ア
ッ
と
言
う
間
」
で
あ
っ

た
と
作
者
。
百
寿
を
元
気
に
お
迎
え
に
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

●
下
５
の
「九
十
代
」
が
６
音
に
な
り
ま
す

の
で
、
上
５
と
下
５
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

●
「
ア
ッ
ト
」
を
「
ア
ッ
と
」
に
直
し
ま
し
た
。

人
間
も
神
も
仏
も
金
が
好
き

半
田
支
部
　
沢
田
　
正
司
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米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
、
イ

ス
ラ

エ
ル
の

ガ
ザ
侵
攻
な
ど
を
見
る
と
神
も
仏
も
弱
者

は
視
野
の
外
か
、
と
思
い
ま
す
。
「
地
獄

の

沙
汰
も
金
次
第
」
と
は
。
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選
者
　
近
田

順
子

先
生

咲
き
初
め
し
紫
陽
花
光
る
午
前
五
時

す
で
に
ポ
ス
ト
に
届
く
朝
刊

中
村
支
部
　
川
□
　
光
子

一事

一・

夜
が
明
け
て
ゆ
く
時
間
を
紫
陽
花
と
朝

刊
を
描
く
こ
と
に
よ
り
象
徴
的
な
美
し
い

一
首
と
な
っ
た
。

太
陽
に
光
る
み
ず
み
ず
し
い
紫
陽
花

そ
し
て
朝
早
く
届
く
朝
刊
、
明
る
い

一

日
の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
と

な
っ
た
。

六
人
を
ひ
と
り
で
育
て
し
若
き
日
の

母
の
面
影
に
ら
む
が
ご
と
し

豊
橋
支
部
　
鈴
木
　
佳
也

一事
「に
ら
む
が
ご
と
し
」
が
と
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
。　
一
人
で
子
供
を
六
人
も
育

て
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
気
を
張
っ
て
い
る
母
親
の
表
情
は
「に

ら
む
が
ご
と
し
」
そ
の
も
の
だ
。
母
親
の

覚
悟
と
気
概
を
捉
え
た
優
れ
た
一
首
。

一●
原
一稿
一喜
一集
●

次
回
４
月
号

「会
員
コ
ー
ナ
ー
」

へ
の
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
や
絵
て
が
み
等
も
撮
影
日
、

場
所
、
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

○
締
切
曰
２
月
５
日

○
官
製
ハ
ガ
キ
使
用
、
俳
句
、
川
柳

は
五
句
以
内
、
短
歌
は
三
首
以

内
の
こ
と
。

○
住
所
、
氏
名
、
所
属
支
部
名
、

会
員
番
号
、
電
話
番
号
を
お
忘

れ
な
く
。

全国の年金受給者協会のとりまとめ団体

とし「一般社団法人全国年金受給者団体運

合会 (全年連)が東京にあります。半世紀
を超え、厚生労働省・日本年金機構とのパ

イプ役となり、年金制度情報の提供・全国

規模での優待施設の取り込み、団体保険 (が

ん保険 )の契約、会員証・会員手帳の作成

等などを担つてまいりましたが、各県共、

会員の高齢化と減少に歯止めがかからず、

収入湖少により運営が維持できなくなるた

め、全年連の事業を今年度で終えることと

なり、先日行われた定期総会において解散

することが決定されました。

全国では、今年度末には10団体解散を決

めており、令和 9年度以降も事業を継続す

る団体は13団体となります。

該当の継続県のとりまとめ窓□となる、

「全国年金協会連絡協議会」を立ち上げて、

全年連に代わり宮崎県協会が事務局とな

り、各県が、年 2万円ずつ会費を負担し、

経理処理・会議の開催 。厚生労働省等への

中央陳情・契約特約店との折衝・会員手帳

作成・他各道県との連絡調整に当たること

となります。

愛知県年金受給者協会は、存続につきま

して三役が経理面でのシミュレーションを

中′らに検討を重ねてまいります。会員の高

齢化により退会者の増、若い世代の力0入が

見込まれないことに変わりは無く、今後の

運営につきましては、支部役員の皆様と相

談しながら進めてまいりますので、31き続

きご理解とご協力を賜りますようお願い申

し上げます。


